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平成１８年度 議会運営委員会行政視察報告書 

平成１９年１月２２日 

１．日  程  平成１８年１１月６日～８日 

２．視 察 先  石川県 かほく市 人口 35,376人（平成 18.4.1現在） 

福井県 越前市  人口 84,815人（平成 18.4.1現在） 

３．視察事項  議会運営全般について 

４．視 察 者  一行 １０名 

委員 樋口 浩二委員長  山田 義栄副委員長  安田 憲喜委員 

安中  弘委員  茂岡明与司委員  高橋 禧雄委員 星野 昭吾委員 

今井 詔一委員  関  龍雄議長 

当局 小林 多聞総務課参事 

随行 石井 信一議会事務局次長 

 

石川県かほく市 

 

【都市の形態】 

石川県のほぼ中央に位置し、県都金沢市の北約２０～２５㎞圏内にあり、地勢については、東から

西に向かい山地、丘陵地、沖積低地、海岸砂丘地で形成されており、これらの地形と一体となった緑

豊かな自然環境を有している。 

古くから内陸部での農業や、日本海沿岸部での漁業を生活の糧として、集落が形成され、江戸時代

は能登と加賀を結ぶ交通の要衝として、宿場町が形成されるとともに、廻船、水産業が盛んに行われ

た。明治には織物業が定着し、その後繊維工業を主要産業として市街化が進み、明治・昭和・平成の

大合併を経て現在に至っている。 

 

○一般会計予算の状況（平成 18年度当初予算） 

◎歳入合計      14,250,000千円      構成比  （加茂市） 

うち市   税   3,526,525千円       24.7%  （20.6%） 

地方交付税   4,320,000千円       30.3%  （27.6%） 

国庫支出金     913,439千円        6.4%  （ 4.0%） 

市   債   1,980,900千円       13.9%  （ 6.3%） 

◎議会費          158,628千円        1.1%  （ 1.2%） 

 

○議員定数   法定数 ２６人  条例数 １８人  現員数  １８人 

○会  派   れいめい  親和クラブ  フロンティアかほく  かほく南風会  瑞穂の会 

（全員一人会派）志友会  春風秋霜の会  千鳥会  白青会  成翔会  一政会  青風会 

木思会  誠政会  はまなすの会  フォーラムかほく  正風会  明行会 

○委員会構成 

・常任委員会 

総務 ６人  市民文教 ６人  産業建設 ６人  
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・議会運営委員会 ６人 

・特別委員会  広報 ７人 

○事務局構成  定数 ５人  現員４人 

○一般質問 

・会派代表制  なし 

・通 告 制  有 

・通告の期限  議会告示日から、定例会前に開かれる議会運営委員会当日の１２時まで。 

・時間の制限  再質問を含めて、１人３０分以内（答弁時間は含まない。） 

・回数の制限  ３回 

・発 言 順 序  議会運営委員会に諮り調整（原則通告順） 

・１７年中一般質問者  ３１人 

○予算の審議方法 

・一般会計  歳入歳出とも各常任委員会に分割付託 

・特別会計  各常任委員会に付託 

○決算の審議方法 

決算特別委員会に付託している。 

委員の選出については、議員協議会にて、本人の意思により決定している。 

○一般会計決算の提出時期 ９月  認定時期 １２月 

○委員長報告 

常任委員会書記担当職員が作成  審議内容及び審議結果 

○定例会会期中の常任委員会への説明員の出席範囲 

・原則課長補佐以上（必要に応じ、付議事件担当係長） 

・市民文教常任委員会においては、教育長出席 

○行政視察旅費 

・常任委員会、議会運営委員会及び広報特別委員会（自動車借上料） ２０万円 

○政務調査費 

・会派へ１人当たり ２４万円 

○費用弁償 

・定例会、臨時会、常任委員会、議運、特別委員会に出席した場合  日額 １，２００円 

○定例会会議日程 

本会議（１日） 

議案（専決含む）、人事議案 

請願、上程、提案理由説明 

本会議（１日） 

議案に対する質疑、委員会付託 

人事議案即決 

一般質問 

各委員会（３日） 

１日１委員会 

本会議（１日）  
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委員長報告、質疑、討論、採決 

追加議案即決 

○特色ある議会運営 

議会活性化推進委員会の開催 

議会活性化推進委員会において「住民に開かれた議会」、「活気ある議会と活発な議員活動」「住

民の議会への参加」という観点から、諸々の課題を洗い出し、短期、中期、長期に分類したもの

を、議長に対し答申する。 

 

福井県越前市 

 

【都市形態】 

南部を「越前富士」として親しまれている日野山、東部を越前中央山地、西部を丹生（にゅう）山

地に囲まれ、森林は市域の６割を占めている。気候は、夏には高温多湿、冬には山間部で降雪量が１

ｍを超えることもある日本海側特有の気候である。 

旧武生市は、「古志国（こしのくに）」として早くから開け、大化の改新のころに越前の国府が置か

れてから、北陸地方の政治、経済の中心地として栄えた。また、平安時代には「源氏物語」の作者紫

式部が越前国府となった父と武生で１年余り暮らしている。このような古い歴史を背景に市内には

神社、寺院、史跡などが多く散在している。 

 

○一般会計予算の状況（平成 18年度当初予算） 

◎歳入合計      27,398,000千円      構成比  （加茂市） 

うち市   税  11,861,087千円       43.3%  （20.6%） 

地方交付税   4,633,000千円       16.9%  （27.6%） 

国庫支出金   1,586,362千円        5.8%  （ 4.0%） 

市   債   2,905,200千円       10.6%  （ 6.3%） 

◎議会費          334,133千円        1.2%  （ 1.2%） 

 

○議員定数  法上限 ３０人  条例数 ２４人  現員数 ２４人 

○会  派  政新会 ８人  新世紀・市民派ネットワーク ７人  大志 ４人 

公明党議員団 ２人  日本共産党議員団 ２人  無所属 １人 

○委員会構成 

・常任委員会 

総務 ６人  教育厚生 ６人  産業経済 ６人  建設 ６人 

・議会運営委員会 ７人 

・特別委員会  新庁舎建設対策 ８人 

○事務局構成  定数 ７人  現員 ７人 

○一般質問 

・会派代表制  有 

・通 告 制  有 

・通告の期限  定例会初日の午後１時。ただし、１２月は、代表質問の日の午後５時。  
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・時間の制限  答弁を含め、１人５０分以内 

・回数の制限  無制限（一問一答方式） 

・発 言 順 序  通告順をもとに議長が決定 

・１７年中一般質問者  ３８人（合併前を含む。） 

○予算の審議方法 

・一般会計  歳入は１常任委員会（総務） 

歳出は各常任委員会に分割付託 

・特別会計  各常任委員会に付託 

○決算の審議方法 

決算特別委員会を設置し、閉会中に審査を行っている。 

○一般会計決算の提出時期 ９月  認定時期 １２月 

○委員長報告 

事務局担当職員が作成  審査の結果及び議論事項 

○定例会会期中の常任委員会への説明員の出席範囲 

・各部局長（教育長含む。）及び付議事件担当課長 

○行政視察旅費 

・常任委員会、議会運営委員会 １０万円   特別委員会 ６万円 

○政務調査費 

・会派へ１人当たり月額 ６万円 

○費用弁償  支給なし。ただし、午前中からの会議への出席の場合、昼食を支給。 

○定例会会議日程 

本会議（１日） 

議案一括上程・提案説明 

請願付託 

本会議（３~４日） 

専決議案即決 

議案質疑、各委員会付託 

一般質問 

各委員会（２～３日） 

１日１又は２委員会 

（３月は、５日） 

本会議（１日） 

委員長報告、質疑 

討論、採決 

人事・意見書案即決 

○特色ある議会運営 

・ＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）による本会議の生中継及び再放送 

・代表質問を従来の３月実施から、１２月実施に変更（議会の意見を当初予算に反映できるようにす

るため。） 


